
成果報告書(本文)

政策研究センター リサーチ・プロジェクト　成果報告書

提出日:

申請者(リーダー): 竹中 治堅 教授

リサーチ・プロジェクト名:

(和文)

(英文)

期間(yyyy/mm/dd): 2020/4/1 から 2021/3/31 1年間

共同研究者: 氏名 職名 所属機関・部局名 （備考）

共同研究者1 工藤年博 教授 政策研究大学院大学

共同研究者2 高木佑輔 准教授 政策研究大学院大学

共同研究者3 森聡 教授 法政大学法学部

共同研究者4

共同研究者5

リサーチ・プロジェクトの目的

研究成果の概要(800字程度)　※新型コロナウィルスの影響により、予定どおりの実施が難しかった場合にはその理由:
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記載してください。また、RAを雇用したことによって得られた研究成果（例：RA氏名が記載された①論文発表、学会発表な
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Rise of China and Transformation of International Relations in East Asia

中国の台頭と東アジア国際関係の変容

本研究では次のことを明らかにした。日本は2016年以降「自由で開かれたインド太平洋」構想を推進してきた。この構想は
中国への日本としての対応であり、その具体的内容は徐々に定まっていく。2018年までに日本政府はこの構想には三つ
の目的からなっていることを明確にする。第一が法の支配、航行の自由、自由貿易という理念の追求。第二は経済的繁栄
の追求であり、第三は平和と安定の確保である。本研究は本構想に関連する政策の核となる組織が内閣官房に多く存在
していることを示した。アメリカは2009年に成立したオバマ政権のもとで2011年に「リバランス」というアプローチを取る一方
で、対中関係の緊張を避けるため宥和政策を取る。2017 年に成立したトランプ政権の下では、貿易や技術政策を中心に
中国との競争する政策分野を拡大していく。バイデン政権は競争という基調を変えないものの、一部分野では中国との協
調を図ると考えられる。アメリカの姿勢が変わる背景には大統領が交渉を考慮する一方、安全保障官庁や議会が競争を重
視することがある。フィリピンの対中政策は変遷してきた。中国に対する役割を果たしうる米比同盟関係は安定してきたわけ
ではない。また、自主防衛力を強化する試みも経済状況に左右されてきた。その反面、フィリピンが一貫して重視してきた
のはASEAN外交や国際法への依拠であった。フィリピンの対中政策を左右する要因としては政権の理念や利益が違うこと
が考えられる。ミャンマーは1988年から2011年まで続いた軍政時代に特に経済面でに中国への依存を深めたが、中国関
連のプロジェクトの多くは失敗し、国民の反発が強まった。この結果、軍政末期とスーチ政権期において中国との関係は調
整され、中国の「一帯一路」構想の下にある中緬経済回廊のプロジェクトはかなり整理されることになる。

中国は大きな経済成長を遂げ、2017年には、同国のGDPは世界２位、総額は12兆ドルと米国の６割の規模となった。13年
以降、「一帯一路」構想を掲げ、対外投資を拡大し、特にアジア諸国との経済関係の深化を図っている。15年には、アジア
インフラ銀行の創設を主導した。また15年の中国の防衛予算は2147億ドル（世界銀行調べ）に達し世界２位である。軍備を
増強している。研究開発面での躍進も著しい。17年の特許出願数も世界２位である。これを踏まえて日本、米国、フィリピ
ン、ミャンマーが中国の台頭にいかに対応してきたのか検証することがこの研究の大きな目的であった。
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